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第１章 はじめに 

 

 日本語の感謝表現に関する研究は近年盛んになっており、中でも日本語の「あり

がとう」と「すみません」をめぐる語義解析及び他言語との対照が多くなされてい

る。また、日本語に独特な語用現象の一つとされる再感謝に関する研究もいくつか

見られる。しかし、日本語にあまりなじみがない感謝表現、例えば本研究が注目す

る事前感謝に関する研究は極めて少ない。 

英語の場合は、例えばある地下鉄のアナウンスで“Passengers for Shibuya 

please  take Exit 2.Thank you.”といった案内指示がよく聞かれる。また改まっ

た依頼表現のあと“Thank you in advance”や“Thank you for your cooperation”

といった事前感謝表現もよく用いられる。 

中国語の場合も、例えば“小王，帮我拿一支笔吧，谢谢！”（王さん、ボールペ

ンを取ってくれますか、ありがとう！）のような表現は日常生活でよく用いられる。

この「谢谢」は相手がまだ反応してないうちに文の最後に置く言葉で、これも一種

の事前感謝と見なせる。また、美術館などを見学する時、“这幅画是不可以拍照的，

谢谢！”（すみません、この絵の写真を撮らないでください。どうもありがとうご

ざいます！）のような例もよく使われている。 

しかし、日本の社会での日本人同士のコミュニケーションでは、上記のような場

面で事前感謝表現を用いると不自然になる。例えば日本人が美術館を見学した時に

案内係の人が「すみません、この絵の写真を撮らないでください。どうもありがと

うございます！」と言うと、日本人の多くは不自然に感じるであろう。では、日本

人同士でコミュニケーションをする時に、このような中国式の事前感謝表現を用い

ることは一切ないのだろうか。場面によって日本語母語話者が感じる不自然さの程

度に違いはないのだろうか。中国式の事前感謝について日本に滞在する中国語母語

話者はどのように考えているのだろうか。 

このような問いを明らかにするために、本研究は日本在住の日本語母語話者と中

国語母語話者を対象としたアンケート調査を行う。その後、それぞれの回答に基づ

き、中国語母語話者を対象としたフォローアップインタビューと日本語母語話者を

対象としたシミュレーション調査を行う。 
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第２章 先行研究 

 

岡本（1991）は、ある会話において話し手が相手のある行為から恩恵や利益をも

らった際にそれに応対するために取った言語行動を、感謝表現と定義している

（p.96）。この感謝表現に関しては、感謝の言葉の「ありがとう」と、詫びの形で

感謝の気持ちを表す「すみません」に関する研究が盛んに行われてきた。以下、「あ

りがとう」と「すみません」を中心とした先行研究を紹介し、次に再感謝に関する

先行研究を紹介する。 

 

２．１ 詫び表現を感謝表現として用いる理由 

詫び表現を感謝表現として用いる理由に言及している研究には住田（1990）、熊

取谷（1991）、三宅（1993）がある。 

まず、住田は、日本人の学生を対象に、感謝表現が使われる時や感謝表現として

使われる表現について調査を行った。その結果に基づき「日本語の謝辞には、まず、

『ありがとうございます』、『ありがとう』ということばがある（ｐ.８）」として

いる。また、日本語における謝辞に感謝表現と詫び表現が存在するのは、実際に何

らかの相手からの行為があった場合に、ねぎらいの気持ちがプラスアルファとして、

感謝表現に添えられることによると考えている（ｐ.８）。 

次に、熊取谷は「ありがとう」と「すみません」の併用現象及び感謝表現のやり

取り構造について考察した。その結果、この二つの言葉は併用だとしても、「すみ

ません」は、以前に迷惑をかけたことに対して相手との人間関係の不均衡を修復す

るための行為で、「ありがとう」は、感謝のやり取りの終結標識であるとした。 

最後に、三宅は、詫び表現が詫び心理以外の場面で使われることについて、「詫

び表現の選択には、今まで考えられていたような相手の負担の軽重、自分の利益の

大小、借りの有無などが決定要素として関係してはいるが、それよりも重要なもの

として、相手が自分の目上であるか、目下であるか、親密な関係であるか疎遠な関

係であるかという要素が関係している（pp．28‐29）」と述べている。 

 

２．２ 心情別に見た感謝表現の形式 

秦（2002）は、テレビドラマ、映画の映像資料から収集した感謝表現を心情別に

分類した。秦は、感謝の定型表現を以下の六つに分類している（p.72）。 

 

a. 感謝の気持そのものの表出:「ありがとう」類、「感謝する」類、「サンキ

ュー」、「どうも」 

b. 申し訳ない気持ちの表出：「すみません」類、「わるい」類、「恐縮」類 

c. 相手への慰労の念の表出:「ご苦労さま」類 
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d. 恩を蒙ったことの表出:「恩に着る」類 

e. 面倒をかけたことの表出:「お世話」類 

f. 利益を受けたことの表出:「助かる」類、「お蔭さま」類、「ごちそうさま」

類 

 

また、定型以外の表現を以下の七つに分類している（p.73）。 

 

a. 直接的な感情の表出:「いやー」「うれしいな」 

b. プラス評価：「さすがー、あなた」「おいしそう」 

c. 負担に関する言及：「これ手に入れるのに大変だったでしょう」「気を使

わなくてもいいのに…」 

d. 話し手の利益に関する言及：「やー、なんとか間に合ったよ」 

e. 話し手にとって聞き手(の行為)の必要性·不可欠性の言及：「○○ちゃんい

なかったら間に合わなかったよ」 

f. お返しの言及：「近々メシ奢るから」 

g. 言葉にできないことへの言及：「なな、なんていうか···」「なんとお礼を

申し上げたら···」 

 

この分類結果からも日本語では「申し訳ない気持の表出」を表す「すみません」

類が感謝の場面で用いられることがわかる。 

 

２．３ 日本語学習者の感謝行動 

日本語学習者の感謝行動に関する研究には日比野・長友（2000）と葉（2017）が

ある。 

日比野・長友は、留学生と日本語母語話者との感謝表現の表し方の違いについて

検証した。その結果、日本人は相手にかける負担が小さいと思われる場面でも、目

上、目下に関係なく詫び表現を用いることが多いことを明らかにした。また、留学

生は、相手にかける負担が大きいと思われる場面や、相手が目上の場合には詫び表

現を用いるが、それ以外の場面では、感謝表現を使うことが多く、詫び表現は少な

いことを明らかにした。さらに、この違いは、おそらく「借り」の意識の強弱によ

るとしている（p.148）。 

次に、葉は、中国語を母語とする日本語学習者と日本語母語話者に対し、感謝表

現に関するアンケートを行い、両者の相異を次のようにまとめた（p.8）。 

 

1. 学習者は負担度が低い場面、定型表現のみを用い、負担度が高い場面では

定型表現と定型以外の表現を併用する。一方、母語話者は場面の負担度に

かかわらず定型表現と定型以外の表現を併用する。 
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（学习者在场面的负担度较低的情况下，仅只使用感谢的定型表现，在负担

度较高的场面中会同时使用感谢的定型表现和定型以外的表现。而母语话者

无论场面负担程度的高低，都会同时使用感谢的定型表现和定型以外的表现。） 

2. 母語話者は場面の負担度にかかわらず、親しくない目上の相手に対して感

謝と詫びを同時に表す。学習者は負担度が低い場面、親しくない目上の相

手に感謝あるいは詫びを表すが、同時に伝えることはない。 

（母语话者不论场面的负担度如何，对于不太亲近的上级对象会同时表达出

谢意和歉意。学习者在场面负担度较低的情况下，对不太亲近的上级对象会

表达谢意或者歉意，但两者不会同时传达。） 

 

２．４「再感謝」に関する研究 

中田（1989）、施（2007）は、「再感謝」もしくは「後日の再感謝」の現象は日

本語に特有な感謝表現であると述べている。この再感謝の特徴やストラテジーに関

する研究には、市原（2016a）、市原（2016b）、市原（2019）がある。 

まず、市原（2016a）は、東京のある大学の日本語を母語とする大学生と大学院生

50 名を対象に、質問紙による選択式調査と自由記述式調査を行った。その結果「後

日の再感謝」の機能とは「円滑な人間関係を築こうとしているというコンテクスト

化の合図（p.8）」であるとした。 

次に、市原（2016b）は、「再感謝」のストラテジーについて日中対照研究を行っ

た。その結果、日本語では、友人同士が後日再会した際にも「以前に受けた恩恵に

言及」して感謝を表すこと、再会の場面に限らず相手へ恩恵を与える場面でも「以

前に受けた恩恵に言及」して相手に感謝を表すことを示した（p.27）。 

最後に、市原（2019）は、日本語母語場面、中国語母語場面、中国人学習者と日

本語母語話者の日本語接触場面の会話を対象に、「後日の再感謝」の言語行動の有

無と談話の特徴を比較し、以下の点を明らかにした。 

 

1. 「発話を行うことが適当かどうかの判断」については、出現率から、後日

再会の場面での再感謝は日本語では「適当」と判断され、中国語では適当

と判断されるとは限らない。 

2. 「文脈的要因の評価」については、日本語では恩恵の内容に関わらず後日

に再感謝をすることがほとんどだが、中国語では物質の恩恵については比

較的出現率が低く、恩恵の内容によって再感謝するかどうかの評価が異な

るという点で先行研究を支持していた。 

3. 「コミュニケーション・スタイルの転移」については、初出ターンの比較

から、日本語はあいさつが終わってすぐに先日の恩恵について感謝を表明

するコミュニケーション・スタイルが慣習的であるが、中国語ではそうと

は限らない。 
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また、日本語母語話者の「後日の再感謝」が「会話のオープナー」の機能であり

「円滑な人間関係を築こうとしているというコンテクスト化の合図」であるのに対

し、中国語母語話者は必ずしもこのように「コンテクスト化の合図」として話者間

でやりとりされていない、という結論も示された。 

 

２．５ 事前感謝に関する研究 

事前感謝に関する研究は極めて少ない。主なものとしては楊（2004）、谷口（2005）、

李（2014）、張（2018）がある。 

まず、楊は、「中国語メールでは、依頼の後すぐ感謝の意を表すことがある(p.107)」

とした。また、その理由について「たとえ依頼を承知してもらえないとしても、依

頼を聞いてくれるだけで感謝すべきだという考えがあるからではないだろうか

(p.107)」と述べている。 

次に、谷口は、談話完成タスクによるデータ、映画・テレビドラマのシナリオや

文字起こしを基に、中国語と日本語の感謝表現の使用について考察した。まず、谷

口は中道・土井（1995）の分類方法に基づき依頼表現をその義務性によって「指示」、

「依頼に近い指示」、「依頼」の三つに分けた。次に、台湾と日本在住の大学生各

50 名ずつを対象に、この 3 種類の依頼表現を用いた談話完成タスクを行った。その

結果、中国語のデータでは「指示」表現に続く感謝表現の使用が最も多く、「依頼

に近い指示」や「依頼」では使用頻度が減少していたことが明らかになった。次の

表１は中国語母語話者が行った談話完成タスクの結果である。 
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表１ データ Aに見られた依頼表現につづく感謝表現の総件数（中国語） 

項目 下位分類 項目 件

数

/50 

    例 

①  「指示」 タクシーの運転手に

行き先を告げる。 

21 「台北車站、謝謝」 （台北駅、

ありがとう） 

②  「指示」 右に曲がる指示 17 「右轉、謝謝」（右に曲がって、

ありがとう） 

③  「依頼」

に 近 い

「指示」 

運転手に対して財布

を忘れたので、家に

戻ってもらう指示を

する。 

6 「（理由）可以請你載我回家拿

吗？谢谢」（家にお金取りに戻っ

てもいいか、ありがとう） 

④  指示 夜市の店でパパイヤ

ミルクティーを注文

する。 

19 「一杯木瓜牛奶、謝謝」（一杯の

パパイヤミルクティー、ありがと

う） 

⑤  「依頼」

に 近 い

「指示」 

夜店でコーラをこぼ

し店員に拭くように

頼む。 

8 「请帮我擦一下、謝謝」 

（ちょっと、拭いてください。あ

りがとう） 

⑥  「依頼」 親しい友人に授業の

ノートを借りる。 

8 「筆記本、借我、謝謝」（ノート

貸して。ありがとう） 

⑦  「依頼」 大学の後輩にノート

を借りる。 

9 「可以借我筆記本？謝謝啦」（ノ

ートを借りてもいい？ありがと

う） 

⑧  「依頼」 大学の学長に留学の

ための推薦状を頼

む。 

6 「可以麻烦你寫推薦信嗎？謝謝」

（推薦状書いてもらえますか？

ありがとう） 

⑨  「依頼」 同じ年代の知らない

人に携帯を借りる。 

8 「可不可以借行動電話我一下、謝

謝」（携帯を借りることができま

すか？ありがとう） 

（谷口 2005 の表 1 による） 

 

最後に、李は、日本語の再感謝について考察する中で、談話データから中国語に

独特な感謝表現、すなわち事前感謝（先取り感謝）についても簡単に考察した。そ

の結果、「事前感謝はまだ発生していない利益や恩恵が『発生する』と判断して行
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う一種の依頼表現である（p.109）」と述べている。その特徴としては以下の二つを

あげている。 

 

① 事前感謝の相手は、一般的に目下の人やサービス業の従業員であること 

② 依頼の当然性が高いときに事前感謝を使用する 

 

張も、日中の感謝表現を対照する中で、中国語の事前感謝の表現が特有であるこ

とを強調して、「そもそもこういった表現は感謝表現においても特別な存在であり、

依頼表現の一種に見なせるだろう（p.92）」と述べている。 

 

以上、本章では詫び表現を感謝表現として用いる理由、心情別に見た感謝表現の

形式、日本語学習者の感謝行動、再感謝に関する研究、事前感謝に関する研究を見

てきた。本章で扱う事前感謝については、李が中国社会の中で使用される場面につ

いて言及していた。では、この事前感謝は日本社会で一切使われることはないのだ

ろうか。場面によって日本語母語話者が感じる不自然さの程度に違いはないだろう

か。中国式の事前感謝について日本に滞在する中国語母語話者はどのように考えて

いるのだろうか。次章ではこれらの問題点を明らかにするために行った本研究の方

法について述べる。 
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第３章 研究方法 

 

本研究の目的は第 1 章で示した問題点を明らかにすることである。 

以下、本研究で行ったアンケート調査、フォローアップインタビュー、シミュレ

ーション調査の方法について記述する。 

 

３．１ アンケート調査 

本アンケートは日本語で事前感謝表現を用いた場合の自然さについて、日本在住

の中国語母語話者と日本語母語話者でどのような相違があるかを明らかにすること

を目的とした。 

アンケートの対象者は日本に在住の中国語母語話者 36 名と日本語母語話者 44 名

である。 

質問項目は谷口（2005）が談話完成タスクで用いた項目を参考に作成した。 

本アンケートでは 10 の依頼場面における 3 種類の発話の自然さを「自然」「やや

不自然」「かなり不自然」のいずれかで答えてもらった。3 種類の発話のうち①は

依頼内容を告げて終わる言い方である。②は依頼内容を告げたあと依頼を表す定型

表現「お願い／お願いします」を付加する言い方である。③は依頼内容を告げたあ

と感謝を表す定型表現「ありがとう／ありがとうございます」を付加する言い方で

ある。 

以下が本アンケートの質問項目である。 

 

1. 次の日本語でのコミュニケーション場面における発話について、「自然」「や

や不自然」「かなり不自然」のいずれか１つを選択して〇をつけてください。 

［パーティーで友だちにコップが一つ足りないので持って来てくれるよう頼

むとき］ 

① 「悪いけど、コップ一つ持って来てくれる。」(その後、発話権を相手

に譲る) 

② 「悪いけど、コップ一つ持って来てくれる。お願い。」(その後、発話

権を相手に譲る) 

③ 「悪いけど、コップ一つ持って来てくれる。ありがとう。」(その後、

発話権を相手に譲る) 

 

2. 次の日本語でのコミュニケーション場面における発話について、「自然」「や

や不自然」「かなり不自然」のいずれかを選択してください。 

［レストランで店員に皿をもう一つ持って来てくれるよう頼むとき］ 

① 「すみません。お皿もう一つ。」(その後、発話権を相手に譲る) 
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② 「すみません。お皿もう一つ。お願いします。」(その後、発話権を相

手に譲る) 

③ 「すみません。お皿もう一つ。ありがとうございます。」(その後、発

話権を相手に譲る) 

 

3. 次の日本語でのコミュニケーション場面における発話について、「自然」「や

や不自然」「かなり不自然」のいずれかを選択してください。 

［タクシーの運転手に行先を告げるとき］ 

① 「○○駅まで。」(その後、発話権を相手に譲る) 

② 「○○駅まで。お願いします。」(その後、発話権を相手に譲る) 

③ 「○○駅まで。ありがとうございます。」(その後、発話権を相手に譲

る) 

 

4. 次の日本語でのコミュニケーション場面における日本語の発話について、「自

然」「やや不自然」「かなり不自然」のいずれかを選択してください。 

[タクシーの運転手に右に曲がってもらうよう頼むとき]  

① 「そこを右に曲がってくれますか。」（その後、発話権を相手に譲る） 

② 「そこを右に曲がってくれますか。お願いします。」（その後、発話

権を相手に譲る） 

③ 「そこを右に曲がってくれますか。ありがとうございます。」（その

後、発話権を相手に譲る） 

 

5. 次の日本語でのコミュニケーション場面における発話について、「自然」「や

や不自然」「かなり不自然」のいずれかを選択してください。  

[タクシーの運転手に財布を忘れたので家に戻ってもらうよう頼むとき] 

① 「あの、財布を忘れたので家に戻ってもらってもいいですか。」（そ

の後、発話権を相手に譲る） 

② 「あの、財布を忘れたので家に戻ってもらってもいいですか。お願い

します。」(その後、発話権を相手に譲る） 

③ 「あの、財布を忘れたので家に戻ってもらってもいいですか。ありが

とうございます。」（その後、発話権を相手に譲る） 

 

6. 次の日本語でのコミュニケーション場面における発話について、「自然」「や

や不自然」「かなり不自然」のいずれかを選択してください。 

［屋台でタピオカミルクティーを注文するとき］ 

① 「タピオカミルクティー一つ。」（その後、発話権を相手に譲る） 
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② 「タピオカミルクティー一つ。お願いします。」(その後、発話権を相

手に譲る） 

③ 「タピオカミルクティー一つ。ありがとうございます。」（その後、

発話権を相手に譲る） 

 

7. 次の日本語でのコミュニケーション場面における発話について、「自然」「や

や不自然」「かなり不自然」のいずれかを選択してください。 

［親しい友達にノートを貸してくれるよう頼むとき］ 

① 「ちょっと、ノート貸してくれる。」（その後、発話権を相手に譲る） 

② 「ちょっと、ノート貸してくれる。お願い。」(その後、発話権を相手

に譲る） 

③ 「ちょっと、ノート貸してくれる。ありがとう。」（その後、発話権

を相手に譲る） 

 

8. 次の日本語でのコミュニケーション場面における発話について、「自然」「や

や不自然」「かなり不自然」のいずれかを選択してください。 

［指導教員に留学のための推薦状を書いてもらうように頼むとき］ 

① 「先生、実はアメリカに留学しようと考えていて...お手数おかけしま

すが、推薦状を書いていただけますか。」（その後、発話権を相手に

譲る） 

② 「先生、実はアメリカに留学しようと考えていて...お手数おかけしま

すが、推薦状を書いていただけますか。お願いします。」(その後、発

話権を相手に譲る） 

③ 「先生、実はアメリカに留学しようと考えていて...お手数おかけしま

すが、推薦状を書いていただけますか。ありがとうございます。」（そ

の後、発話権を相手に譲る） 

 

9. 次の日本語でのコミュニケーション場面における発話について、「自然」「や

や不自然」「かなり不自然」のいずれかを選択してください。 

［店長に仕事の休みを頼むとき］ 

① 「今度の日曜、用事があって。お休みいただけますか。」（その後、

発話権を相手に譲る） 

② 「今度の日曜、用事があって。お休みいただけますか。お願いします。」

（その後、発話権を相手に譲る） 

③ 「今度の日曜、用事があって。お休みいただけますか。ありがとうご

ざいます。」（その後、発話権を相手に譲る） 
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10. 次の日本語でのコミュニケーション場面における発話について、「自然」「や

や不自然」「かなり不自然」のいずれかを選択してください。 

［バイト先の店長がバイトの人に残業を頼むとき］ 

① 「悪いんだけど、もう一時間だけ延長してくれるかな。」（その後、

発話権を相手に譲る） 

② 「悪いんだけど、もう一時間だけ延長してくれるかな。お願い。」（そ

の後、発話権を相手に譲る） 

③ 「悪いんだけど、もう一時間だけ延長してくれるかな。ありがとう。」

（その後、発話権を相手に譲る） 

 

中道・土井（1995）は依頼表現をその義務性により「指示」、「依頼に近い

指示」、「依頼」の三つに分けたが、この基準に基づけば、これら 10 の場面の

うち 1、2、3、4、6 は「指示」、5、10 は「依頼に近い指示」、7、8、9 は「依

頼」に該当する。 

なお、中国語母語話者に関しては、回答に影響を及ぼす要因を調べるために、 

日本語のレベル、滞在年数、コミュニケーション・スタイルに関する次の 4

つの質問項目も設定した。 

 

1.あなたの日本語のレベルを教えてください。 

① JLPT のＮ3 合格 

② JLPT のＮ2 合格 

③ JLPT のＮ1 合格 

④ JLPT は受けていない 

 

2.あなたは、自分の日本語能力はどのくらいだと思いますか。あてはまるもの

を選んでください。 

①初級       ②中級       ③上級 

 

3.日本での滞在歴を教えてください。 

① 半年未満 

② 半年以上 1 年未満 

③ 1 年以上 2 年未満 

④ 2 年以上 3 年未満 

⑤ 3 年以上 5 年未満 

⑥ 5 年以上 
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4．あなたは日本人と日本語でコミュニケーションをするとき、次の 3 つのうち

のいずれを用いますか。 

① 日本人のコミュニケーションの方法に合わせる 

② 中国人のコミュニケーションの方法に合わせる 

③ 時と場合で日本人のコミュニケーションの方法と中国人のコミュニケ

ーションの方法を使い分ける 

 

1 の結果は以下のとおりである。  

  

JLPT のＮ1 合格者２７人  

JLPT のＮ2 合格者６人  

JLPT は受けていない３人  

  

2 の結果は以下のとおりである。 

  

上級者１５人 

中級者１９人 

初級者２人  

  

3 の結果は以下のとおりである。 

 

５年以上１５人、  

３年以上５年未満１０人  

２年以上３年未満８人  

１年以上２年未満２人  

半年未満１人  

  

 4 の結果は以下のとおりである。 

  

時と場合で日本人のコミュニケーションの方法と中国人のコミュニケー 

ションの方法を使い分けると回答し者の２８人 

日本人のコミュニケーションの方法に合わせると回答し者の６人 

中国人のコミュニケーションの方法に合わせると回答し者の２人 

 

今回の調査の中で、日本語レベルについて、N1 合格者が一番多かった。日本

語能力について、自分が中級者と思う人が一番多かった。日本での滞在歴につ

いて、５年以上の人が一番多かった。日本人と日本語でコミュニケーションす
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る時のスタイルについて、時と場合で日本人のコミュニケーションの方法と中

国人のコミュニケーションの方法を使い分けると回答した人が一番多かった。

ということが分かった。 

 

３．２ フォローアップインタビュー 

本フォローアップインタビューは、「中国式の事前感謝について日本に滞在する

中国語母語話者はどのように考えているのだろうか。」という問いを明らかにする

ために行った。このインタビューの対象者は先のアンケートの質問項目１～１０の

すべてにおいて、「ありがとう／ありがとうございます」を付加した言い方に対し

て「やや不自然」もしくは「かなり不自然」と回答した中国語母語話者のうちの６

名である。 

調査の実施期間は 2022 年 5 月 25 日から 2022 年 6 月 10 日の約 2 週間である。ア

ンケート実施後 2 週以内に行った。 

本インタビューでは、次の３つの質問を行った。 

 

1. 1～10 の③について、「やや不自然」「かなり不自然」を選択した理由を教 

えてください。 

2. 1～10 と同様の中国語でのコミュニケーション場面で、依頼の最後に “谢

谢”を用いたとしたら自然と感じますか、それとも、不自然と感じますか。

自然と感じる場面と自然と感じない場面があるときは、その理由も教えて

ください。 

3. 日本語でのコミュニケーション場面について、1～10 の③のように、依頼  

時に、相手の承諾を得る前に、「ありがとう」や「ありがとうございます」

を使ったことはありますか。そのとき、日本人はどのような反応でしたか。 

 

３．３ シミュレーション調査 

本シミュレーション調査は、「日本人は事前感謝表現を用いることが一切ないの

か」「場面によって不自然さの程度に違いはないか」を明らかにするために、日本

人に対し、事前感謝の場面を疑似体験してもらい、その後、感想を述べてもらった。 

本調査の実施期間は 2022 年 7 月 28 日と 10 月 4 日の二日である。広島女学院大

学ロゴス館の２F 演習室で行った。参加者は広島女学院大学の日本語母語話者の学

生３名であった。参加者に以下の三つの場面を疑似体験してもらった。その際、事

前に参加者の許可を得て、参加者の回答を録音し、その後、文字化した。 

 

「場面１」お客さんがタクシーに乗って広島駅に向かっている。 

参加者の役割：タクシー運転手 

調査者の役割：タクシーのお客さん 



14 

 

 

参加者に与えられたタスク：次の会話のやりとりに参加する 

客:「広島駅までお願いします。」 

運転手:「はい、承知しました。」 

（途中） 

客:「あの、財布を忘れたので家に戻ってもらってもいいですか。ありがと

うございます。」 

 

「場面２」アルバイトの店員が仕事を終え帰ろうとしている。 

参加者の役割：アルバイトの店員 

調査者の役割：店長 

参加者に与えられたタスク：次の会話のやりとりに参加する 

 

店員:「では、お先に失礼いたします。」 

店長:「○○さん、悪いんだけど、もう一時間だけ延長してくれるかな。あ

りがとう。」 

 

「場面３」友人宅でパーティーをしている。 

参加者の役割：友人 A 

調査者の役割：友人 B 

参加者に与えられたタスク：次の会話のやりとりに参加する 

 

友達 B:「悪いけど、コップ一つ持って来てくれる? ありがとう」 

 

それぞれのシミュレーションは、事前に場所と参加者の役割を記載したロールカ

ードを参加者に渡してから開始した。 

 

以上が本研究で行った調査方法の概要である。次章では本調査の結果を見ていく。 
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第４章 調査結果 

 

４．１ アンケート結果 

ここではアンケート調査の結果を示していく。アンケートの回答数は日本語母語

話者４４名、中国語母語話者３６名である。以下、指示、指示に近い依頼、依頼の

順に各設問の回答結果について述べる。 

その際、図中横軸に記載した「①０」は、依頼内容を表す表現の後に「お願い／

願いします」「ありがとう／ありがとうございます」などの表現を加えず、そこで

終わる形を示すものとする。また、「②お願い類」は、依頼内容を表す表現後に、

「お願い／お願いします」といった依頼を表す定型表現が加わる形を示すものとす

る。「③ありがとう類」は、依頼内容を表す表現の後に「ありがとう／ありがとう

ございます」といった感謝の定型表現が加わる形を示すものとする。またさらに、

図中のパーセンテージの右の数値は、回答者数を示すものとする。 

 

４．１．１ 指示 

設問１ 

まず、設問１の「悪いけど、コップ一つ持って来てくれる。」に続く「①０（何

も接続しない）」「②お願い類」「③ありがとう類」の日本語母語話者の結果は、

図１のとおりである。 

 

 

図１ 設問１の日本語母語話者の回答 

 

一方、中国語母語話者の結果は、図２のとおりである。 
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図２ 設問１の中国語母語話者の回答 

 

図１のように、日本語母語話者の多くは、「①０（何も接続しない）」を「自然」

と回答しており、「②お願い類」を「自然」と回答した人は半数に満たない。「③あ

りがとう類」については、半数以上が「かなり不自然」と回答している。 

一方、中国語母語話者は、図２のように、「①０（何も接続しない）」「②お願い類」

「③ありがとう類」のいずれも「自然」と回答した人の数はあまり多くないが「③

ありがとう類」を「自然」とする人の割合は、日本語母語話者より高く、２８ポイ

ントの開きが存在した。この差について、χ二乗検定を行ったところ、有意水準１％

未満で有意差が認められた。 

 

設問２ 

次に、設問２の「すみません。お皿をもう一つ。」に続く「①０（何も接続しな

い）」「②お願い類」「③ありがとう類」の日本語母語話者の結果は、図３のとお

りである。 
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図３ 設問２の日本語母語話者の回答 

 

一方、中国語母語話者の結果は、図４のとおりである。 

 

 

図４ 設問２の中国語母語話者の回答 

 

図３のように、日本語母語話者の多くは、「②お願い類」を「自然」と回答してお

り、ついで「①０（何も接続しない）「③ありがとう類」と続く。「②お願い類」を

「自然」と回答した人は、約９８％であり、「①０（何も接続しない）」を「自然」

と回答した人は約３６％であり、「③ありがとう類」を「自然」と回答した人は約

１１％に過ぎなかった。 
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一方、図４のように中国語母語話者の場合、「自然」と回答した人が最も多かっ

たのは「②お願い類」であり、ついで「①０（何も接続しない）」「③ありがとう類」

と続く。この点は日本語母語話者と同じであるが、「②お願い類」を「自然」とした

人の割合は日本語母語話者よりやや低く、約７５％であった。 

 

設問３ 

次に、設問３の「○○駅まで。」に続く「①０（何も接続しない）」「②お願い

類」「③ありがとう類」の日本語母語話者の結果は図５のとおりである。 

 

 

図５ 設問３の日本語母語話者の回答 

 

一方、中国語母語話者の結果は、図６のとおりである。 
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図６ 設問３の中国語母語話者の回答 

 

図５のように、日本語母語話者の多くは、「②お願い類」を「自然」と回答してお

り、ついで「①０（何も接続しない）」「③ありがとう類」と続く。「②お願い類」

を「自然」と回答した人は、約９５％であり、「①０（何も接続しない）」を「自

然」と回答した人は約５７％であり、「③ありがとう類」を「自然」と回答した人

は約９％に過ぎなかった。なお、この設問の項目「①０（何も接続しない）」につ

いて、無回答の日本人母語話者が１名いる。 

一方、図６のように中国語母語話者の場合、「自然」と回答した人が最も多かっ

たのは「②お願い類」であり、ついで「③ありがとう類」「①０（何も接続しない）」

と続く。「②お願い類」を「自然」と回答した人が最も多い点は日本語母語話者と

同じであるが、「③ありがとう類」を「自然」とする人の割合は、日本語母語話者

より高く、３５ポイントの開きが存在した。この差について、χ二乗検定を行った

ところ、有意水準５％未満で有意差が認められた。 

 

設問４ 

次に、設問４の「そこを右に曲がってくれますか。」に続く①「０（何も接続し

ない）」「②お願い類」「③ありがとう類」の日本語母語話者の結果は図７のとお

りである。 
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図７ 設問４の日本語母語話者の回答 

 

一方、中国語母語話者の結果は、図８のとおりである。 

 

 

図８ 設問４の中国語母語話者の回答 

 

図７のように、日本語母語話者の多くは「①０（何も接続しない）」を自然と回答

しており、ついで「②お願い類」「③ありがとう類」と続く。「①０（何も接続し

ない）」を「自然」と回答した人は、約９３％であり、「②お願い類」を「自然」と

回答した人は約３４％であり、「③ありがとう類」を「自然」と回答した人は約５％
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に過ぎなかった。なお、この設問の項目「③ありがとう類」について、無回答の日

本人母語話者が１人いる。 

一方、図８のように、中国語母語話者の半数以上は「①０（何も接続しない）」を

「自然」と回答しており、「②お願い類」と「③ありがとう類」を「自然」と回答

した中国語母語話者はいずれも多くないが、「③ありがとう類」を「自然」とする

人の割合は、日本語母語話者より高く、２６ポイントの開きが存在した。この差に

ついて、χ二乗検定を行ったところ、有意水準１％未満で有意差が認められた。 

 

設問６ 

次に設問６の「タピオカミルクティーひとつ。」に続く「①０（何も接続しない）」

「②お願い類」「③ありがとう類」の日本語母語話者の結果は図９のとおりである。 

 

図９ 設問６の日本語母語話者の回答 

 

一方、中国語母語話者の結果は、図１０のとおりである。 
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図１０ 設問６の中国語母語話者の回答 

 

図９のように日本語母語話者の多くは、「②お願い類」を「自然」と回答しており、

ついで「①０（何も接続しない）」「③ありがとう類」と続く。「②お願い類」を「自

然」と回答した人は、約８４％であり、「①０（何も接続しない）」を「自然」と

回答した人は約５７％であり、「③ありがとう類」を「自然」と回答した人は約５％

に過ぎなかった。なお、この設問の項目「①０（何も接続しない）」については、無

回答の日本人母語話者が１人いる。 

一方、図１０のように、中国語母語話者は「①０（何も接続しない）」、「③あ

りがとう類」を「自然」と回答した人数が少ない。約８１％の中国語母語話者は「②

お願い類」を「自然」と回答している。なお、この設問の項目「①０（何も接続し

ない）」については、無回答の中国語母語話者が１人いた。 

 

４．１．２ 指示に近い依頼 

設問５ 

設問５の[タクシーの運転手に財布を忘れたので家に戻ってもらうよう頼むと

き] に続く「①０（何も接続しない）」「②お願い類」「③ありがとう類」の日本

語母語話者の結果は図１１のとおりである。 

 

49%, 17

81%, 29

25%, 9

46%, 16

19%, 7

42%, 15

6%, 2
0%, 0

33%, 12

0

5

10

15

20

25

30

35

40

①０ ②お願い ③ありがとう

人
数

自然 やや不自然 かなり不自然



23 

 

 

図１１ 設問５の日本語母語話者の回答 

 

一方、中国語母語話者の結果は、図１２のとおりである。 

 

 

図１２ 設問５の中国語母語話者の回答 

 

図１１のように日本語母語話者の多くは「①０（何も接続しない）」を「自然」

と回答しており、ついで「②お願い類」「③ありがとう類」と続く。「①０（何も

接続しない）」を「自然」と回答した人は約８６％であり、「②お願い類」を「自

然」と回答した人は、約７０％であり、「③ありがとう類」を「自然」と回答した
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人は約１１％に過ぎなかった。なお、この設問の項目「②お願い類」について、無

回答の日本人母語話者が１人いる。 

一方、図１２のように、日本語母語話者と比べて中国語母語話者の多くは、「①０

（何も接続しない）」を「自然」と回答しており、「②お願い類」「③ありがとう類」

を「自然」と回答した人数はいずれも多くない。 

 

設問１０ 

次に、設問１０の「悪いんだけど、もう一時間だけ延長してくれるかな。」に続

く「①０（何も接続しない）」「②お願い類」「③ありがとう類」の日本語母語話

者の結果は図１３のとおりである。 

 

図１３ 設問１０の日本語母語話者の回答 

 

一方、中国語母語話者の結果は、図１４のとおりである。 
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図１４ 設問１０の中国語母語話者の回答 

 

図１３のように、日本語母語話者の多くは「①０（何も接続しない）」を「自然」

と回答しており、ついで「②お願い類」「③ありがとう類」と続く。「①０（何も

接続しない）」を「自然」と回答した人は約９５％であり、「②お願い類」を「自

然」と回答した人は約７０％であり、「③ありがとう類」を「自然」と回答した人

は約７％に過ぎなかった。 

一方、図１４のように中国語母語話者の多くは「①０（何も接続しない）」、「②

お願い類」を「自然」と回答しており、「③ありがとう類」について「自然」と回

答した中国語母語話者は数名しかいない。 

 

４．１．３ 依頼 

設問７ 

次に、設問７の「ちょっと、ノート貸してくれる。」に続く「①０（何も接続し

ない）」「②お願い類」「③ありがとう類」の日本語母語話者の結果は図１５のと

おりである。 
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図１５ 設問７の日本語母語話者の回答 

 

一方、中国語母語話者の結果は、図１６のとおりである。 

 

 

図１６ 設問７の中国語母語話者の回答 

 

図１５のように、日本語母語話者の多くは①「０（何も接続しない）」を「自然」

と回答しており、ついで「②お願い類」「③ありがとう類」と続く。「①０（何も

接続しない）」を「自然」と回答した人は約８４％であり、「②お願い類」を「自

然」と回答した人は約６８％であり、「③ありがとう類」を「自然」と回答した人

は約１６％に過ぎなかった。 
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一方、図１６のように、中国語母語話者は「①０（何も接続しない）」「②お願い

類」「③ありがとう類」のいずれも「自然」と回答した人の数はあまり多くないが、

「③ありがとう類」を「自然」とする人の割合は日本語母語話者より高く、２３ポ

イントの開きが存在した。この差について、χ二乗検定を行ったところ、有意水準

５％未満で有意差が認められた。 

 

設問８ 

次に、設問８の「先生、実はアメリカに留学しようと考えていて…お手数おかけ

しますが推薦状を書いていただけますか。」に続く「①０（何も接続しない）」「②

お願い類」「③ありがとう類」の日本語母語話者の結果は図１７のとおりである。 

 

 

図１７ 設問８の日本語母語話者の回答 

 

一方、中国語母語話者の結果は、図１８のとおりである。 
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図１８ 設問８の中国語母語話者の回答 

 

図１７のように、日本語母語話者の多くは「①０（何も接続しない）」を「自然」

と回答しており、ついで「②お願い類」「③ありがとう類」と続く。「①０（何も

接続しない）」を「自然」と回答した人は約９３％であり、「②お願い類」を「自

然」と回答した人は約９１％であり、「③ありがとう類」を「自然」と回答した人

は約５％に過ぎなかった。 

一方、図１８のように中国語母語話者の多くは「①０（何も接続しない）」、「②

お願い類」を「自然」と回答しており、４７％の中国語母語話者は「③ありがとう

類」を「かなり不自然」と回答している。 

 

設問９ 

最後に設問９の「今度の日曜、用事があって。お休みいただけますか。」に続く

「①０（何も接続しない）」「②お願い類」「③ありがとう類」の日本語母語話者

の結果は図１９のとおりである。 
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図１９ 設問９の日本語母語話者の回答 

 

一方、中国語母語話者の結果は、図２０のとおりである。 

 

 

図２０ 設問９の中国語母語話者の回答 

 

図１９のように、日本語母語話者の多くは「①０（何も接続しない）」を「自然」

と回答しており、ついで「②お願い類」「③ありがとう類」と続く。「①０（何も

接続しない）」を「自然」と回答した人は約８９％であり、「②お願い類」を「自

然」と回答した人は約８０％であり、「③ありがとう類」を「自然」と回答した人

は約５％に過ぎなかった。 
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一方、図２０のように中国語母語話者の多くは「①０（何も接続しない）」、「②

お願い類」を「自然」と回答しており、「③ありがとう類」について「やや不自然」、

「かなり不自然」と回答した人は９９％である。 

 

４．２ フォローアップインタビューの結果 

４．２．１ フォローアップインタビューの質問１の結果 

ここではフォローアップインタビューの結果を示していく。 

本フォローアップインタビューでは、アンケートの質問項目１‐10 の小項目「③

ありがとう類」のすべてについて「やや不自然」「かなり不自然」を選択した中国

語母語話者６名に対し、第３章３．２に記載した質問を行った。 

以下、その回答を文の意味を妨げない範囲で日本語を修正して示す。 

まず、フォローアップインタビューの質問１の「1～10 の『③ありがとう/ありが

とうございます』について『やや不自然』『かなり不自然』を選択した理由は何か」

の回答結果は以下のとおりである。なお、各回答の終わりに記載した（）は、巻末

の付録の表に示した回答者 ID 番号に相当する。 

 

① 日本と中国の言い方はだいぶ違うので、ちょっと不自然だと思った（Ｃ２） 

② 人に（特に目上の人）に何かを頼んだ時に、相手がまだ返事してくれない

うちに、相手の態度が把握できないため、「ありがとう」を言うのはちょ

っと早い（Ｃ５） 

③ 職場で日本人の同僚と会話する時にそんな会話はあまり聞いたことがない

（Ｃ６） 

④ 相手との社会関係の裏にある上下関係によって、拒否される可能性が低い

場合は「ありがとう」を言っても完全に納得するに対して、拒否される可

能性が高い場合は「ありがとう」を事前に言うのは不自然である。（Ｃ８） 

⑤ 相手はまだ答えてくれませんので、直接「ありがとうと」か言ったら良く

ないと思います。（Ｃ９） 

⑥ （日本語と中国語とも）普段はあまり使わない表現だから（Ｃ１２） 

 

これらの結果から回答者Ｃ５と回答者Ｃ８は上下関係を事前感謝の不自然さの

要因と見ていることがわかる。また、Ｃ６やＣ１２のようにそのような言い方を職

場や普段の生活の中で聞かないことを理由にあげている者もいる。 

さらに、Ｃ５とＣ９は、相手が返答する前に感謝表現を口にすることを不適切と

認識している。 
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４．２．２ フォローアップインタビューの質問２の結果 

次に質問２の「1～10 と同様の中国語でのコミュニケーション場面で、依頼の最

後に “谢谢”を用いたとしたら自然と感じるか、不自然と感じるか。その理由は何

か」についての回答は以下のとおりである。 

 

① 日本語の「どうぞ」、「お願いします」のように中国語の場合は、何かを

頼む時は、たいてい前に「谢谢」を言うのが自然です（Ｃ２） 

② 先生や上司などの目上の人に頼む際に、相手はストレスを感じます（Ｃ５） 

③ もし中国人同士の間なら、自然だと思います。なぜなら中国語では、頼む

前も、頼む時も、頼んだ後も、全部「ありがとう」を使います。ちょっと

日本人のやり方と違いますね（Ｃ６） 

④ 日本語の場合（相手との上下関係）と同じように、拒否される可能性が低

い場合は「谢谢」を言っても完全に納得するのに対して、拒否される可能

性が高い場合は恩恵関係がなり立ちにくいため、「谢谢」を事前に言うの

は不自然である。（Ｃ８） 

⑤ ちょっと自然ではないと思います。もし相手がまだ答えていないのに、「あ

りがとう」と言ったら、なんか礼儀正しくないと思います。（Ｃ９） 

⑥ 特に若者が友だちと話すときに「谢谢」を言ったら、もう友だちではない

と感じる。でも注文する時は事前感謝として言います（Ｃ１２） 

 

Ｃ２、Ｃ６、Ｃ８、Ｃ１２が述べるように中国語の場合は日本語と比較すると事

前感謝として用いる「谢谢」の使用に対する寛容度が高い。Ｃ２のように「谢谢」

は日本語の「お願いします」のように使われるという意見もあった。 

しかし、Ｃ５、Ｃ８のように相手との上下関係により事前感謝としての「谢谢」

の使用が難しいことを指摘している者もいる。この指摘は第２章に示した次の李

（2014）の事前感謝の特徴①に合致する。 

 

① 事前感謝の相手は、一般的に目下の人やサービス業の従業員であること 

 

また、Ｃ１２のように友達関係でも事前感謝の「谢谢」を使いにくいと感じてい

る者もいた。 

さらに、Ｃ９のように事前感謝の「谢谢」を不自然、礼儀正しくないと感じる者

もいた。 

この他Ｃ８のように相手に拒否される可能性によって、事前感謝の「谢谢」の自

然さが変わると述べる者もいた。この指摘も第２章に示した次の李の事前感謝の特

徴②に合致する。 
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② 依頼の当然性が高いときに事前感謝を使用する 

 

このように、概ね、事前感謝の「谢谢」に対する中国語母語話者の寛容度は日本

人母語話者の事前感謝の「ありがとう／ありがとうございます」より高いものの、

その度合は一様ではないことがうかがえた。 

 

４．２．３ フォローアップインタビューの質問３の結果 

最後に、質問３の「日本語でのコミュニケーション場面について、1～10 の③の

ように、依頼時に、相手の承諾を得る前に、『ありがとう』や『ありがとうござい

ます』を使ったことはあるか。そのとき、日本人はどのような反応であったか。」

についての回答は以下のとおりである。 

 

① 使ったことはないね、たいてい日本語では事後に「ありがとう」を言いま

す（Ｃ２） 

② 使ったことはない…ありがとうは相手の承諾を得た後言います。多分その

代わりに、「お願いします」を一番よく言います。（Ｃ５） 

③ 最初の時使ったことがあります。（私は）中国人だから。多分、（同僚た

ちの）顔色がちょっと変わった。日本人の同僚聞いた後。多分変と思われ

ます。ちょっと強引な言い方かもしれません。（Ｃ６） 

④ 私自身はないです。何故かと言うと、私は入社してからはまだ長くないの

で、私より下の(立場)の人はあまりいないです。逆に、上司、部長さんに

「王さん、水を取ってくれない?ありがとう。」と言われたことがあります。

（Ｃ８） 

⑤ （使ったことは）ないです。（Ｃ９） 

⑥ 使ったことはあります。その時の日本人の反応も「あ、こちらこそ、あり

がとうございますどうも」とか（Ｃ１２） 

 

Ｃ２、Ｃ５、Ｃ８、Ｃ９のように事前感謝表現を一度も使ったことがない事例が

多く見られるが、Ｃ６、Ｃ１２のように使ったことがあるという回答者もいる。後

者の回答者のうちＣ６は、特に日本人の反応が変わったことをあげている。また、

Ｃ１２は相手も「ありがとうございます。」と返事をしたことをあげている。さら

に、Ｃ８は、自分は使ったことはないが、上司からそのような言葉遣いをされたこ

とがあると述べていた。 

 

４．３．シミュレーション調査の結果 

ここでは、日本語母語話者に対して行ったシミュレーション調査の結果を見てい

く。シミュレーション場面は、第３章の３．３に示した場面である。 
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４．３．１ 場面１の結果 

場面１は以下のとおりである。 

 

「場面１」乗客がタクシーに乗って広島駅に向かっている。 

参加者の役割：タクシー運転手 

調査者の役割：タクシーの乗客 

参加者に与えられたタスク：次の会話のやりとりに参加する 

 

乗客：「広島駅までお願いします。」 

運転手：「はい、承知しました。」 

（途中） 

乗客：「あの、財布を忘れたので家に戻ってもらってもいいですか。あり

がとうございます。」 

 

この場面を疑似体験したあとの日本語母語話者３名の感想は以下のとおりである。 

J1 お客さんだし、もちろん連れていってあげたいけど、先に「ありがとう」

と言われると、自分を必ず家に連れていくのが前提かなと思います。ちょ

っと不自然と思う。ずうずうしい感じ、絶対にやらなければいけないよう

な、強制されたような気持ちですね。 

J2 私も事前に「ありがとう」と言われると、絶対に戻らなければいけないよ

うな気持ちになります。やはりちょっと不自然と思う。「ありがとう」は、

相手が何かしてくれて、それに対して言うものだから、先に「ありがとう」

がくると、こちらが絶対しなければいけないことになっちゃうから、だか

らちょっとずうずうしいかなと思います。 

J3 不自然だと思います。失礼とは思わないけど、「あの、財布を忘れたので家

に戻ってもらってもいいですか」っていう質問から、運転手が答えて、「分

かりました」って言ってから、「ありがとうございます」なら分かりますけ

ど、そのまますぐに「ありがとうございます」をつけてしまうと、若干違

和感があるかなと思いました。 

これらの感想から３名の参加者がいずれも不自然さを感じていることがわかる。

さらにＪ１とＪ２はずうずうしいという印象を持っていた。理由としてはＪ１は強

制された気分になることを、Ｊ２は絶対しなければならないような気持ちになるこ

とを挙げていた。Ｊ３は相手が返事をする前にすぐに「ありがとうございます」を
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つけると、若干違和感があると述べていた。以上のようにいずれもこの場面の事前

感謝に対して、違和感を抱いていることがわかる。 

 

４．３．２ 場面２の結果 

場面２は以下のとおりである。 

 

「場面２」アルバイトの店員が仕事を終え帰ろうとしている。 

参加者の役割：アルバイトの店員 

調査者の役割：店長 

参加者に与えられたタスク：次の会話のやりとりに参加する 

 

店員：「では、お先に失礼いたします。」 

店長：「○○さん、悪いんだけど、もう一時間だけ延長してくれるかな。

ありがとう。」 

 

この場面を疑似体験したあとの日本語母語話者３名の感想は以下のとおりである。 

J1 断れない。相手は、上の人、上司なので、上司だから、もともと断りづら

いし、先に「ありがとう」と言われると、さらに断りづらいので、絶対に

残りなさいという意味が隠れているように感じます。上司だから、強制さ

れたような、少し怖い。 

J2 上司だし、（私は）お金を貰える立場だし、延長させたい気持ちが見えて

来て、帰れない気持ちになります。怖かったり、面倒くさいな、そういう

感じです。 

J3 とても不自然だと思います。失礼な感じもしますし、嫌な気持ちもします。

すぐに「ありがとう」って言われてしまうと、自分が返事していないのに、

延長して働くことを、強要されている感じがするので、とても威圧的な言

葉だなと思います。 

 

これらの感想から３名の参加者が、いずれも不自然さを感じていることがわかる。

またＪ１とＪ２はいずれも怖いと感じており、J３は威圧的に感じている。不自然さ

の理由としては、Ｊ１は、先に「ありがとう」と言われるとさらに断りづらいこと

を挙げている。また、Ｊ２は、帰れない気持ちになり、面倒くさい感じがすると述

べている。さらに、Ｊ３は、延長されていることを強要されている感じがすること

を挙げている、以上のようにいずれの参加者もこの場面の事前感謝に対して、違和

感や威圧感を抱いていることがわかる。 
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４．３．３ 場面３の結果 

場面３は以下のとおりである。 

 

「場面３」パーティーで友だちにコップを持ってきてくれと頼まれた。 

参加者の役割：コップをもってくるように依頼された人Ａ 

調査者の役割：コップを持ってくるように依頼した友達Ｂ 

参加者に与えられたタスク：次の会話のやりとりに参加する 

 

Ｂ：悪いけど、コップ一つ持って来てくれる。ありがとう。 

 

この場面を疑似体験したあとの日本語母語話者３名の感想は以下のとおりである。 

J1 前の会話と違う。同じぐらいだから、そこまで失礼だとか、ずうずうしいと

か、面倒くさいとか思わないけど、でも、やはり私が取るのが前提だな？と

感じます。普通だと思います。 

J2 私も、先のより、コップ取るのはすごく簡単なことので、「ありがとう」と

先に言われでも、そんなに失礼だと思わなかったけど、でも「ありがとう」

より、私が日常に友達に言ってもらう時だと、コップ取って、ごめんねって

言われることが多いので、少しだけ不自然だと思いました。 

J3 不自然だと思います。失礼だと思います、でも、友達には言わないと思いま

す。（友達との）関係が悪くならないけど、疑問を持つ。こちらの返事を待

ってから「ありがとう」でも、全然違和感がないかなと思って、すぐに感謝

する必要がないかなと思います。日本語だと、事前感謝と言うのがすごく失

礼になってしまうと思いますけど、事前に謝罪する？ 先にごめん、先に誤

ったら、返事を待たずに、「ごめん、」「すごくごめん」って言う言葉があ

るかなと思って、その、事前感謝はないけど、事前に謝罪する？と言うのは

すごくあると思います。 

 

３名の参加者は、いずれも先の二つの場面と同様不自然さを感じているが、容認

度に関しては、Ｊ１とＪ２は先の二つの場面より高いことがわかる。理由としてＪ

１は（年齢）が同じぐらいであることをあげている。また、Ｊ２は、前の場面と比

べると、非常に簡単な頼みごとなので、それほど失礼だと思わないとしている、さ

らに、「ありがとう」より「ごめんね」と言われるほうが多いとしている。Ｊ３も、

この場面で事前感謝に対し疑問を感じている。返事をする前に、感謝する必要がな

いと感じている。 
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以上、本章では、本研究で行った調査結果について見てきた。次章では、本調査結果

に基づく考察を行う。 
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第５章 考察 

 

５．１ 日本語母語話者の回答結果 

第１章では「日本人同士でコミュニケーションをする時に、中国式の事前感謝表

現を用いることは一切ないのだろうか」「場面によって日本語母語話者が感じる事

前感謝に対する不自然さの程度に違いはないのだろうか」という問題提起を行った。

ここでは第４章に示した調査結果に基づいて、これらの問題について考察を行う。 

まず、アンケート調査結果から見えてきたのは、日本語母語話者が日本語での事

前感謝を「自然」と認識するケースは極めて少ないが、絶対にないとは言えないこ

とである。 

ただし、事前感謝の「③ありがとう類」に対して「自然」と回答した日本語母語

話者の割合には設問により違いがあった。 

１０の設問のうち、「③ありがとう類」を「自然」と回答した日本語母語話者の

割合が１０％以上であったのは、設問１、２、５、７の４つで、５％以上１０％未

満のは、設問は設問３、４、６、８、９、１０の６つで、５％未満の設問はなかっ

た。 

このように、「③ありがとう類」を「自然」と回答した日本語母語話者は全体的

には少ないが、各設問で「自然」と思う人がいる。 

以下、「③ありがとう類」を「自然」と回答した日本語母語話者の割合が１０％

以上の設問と５％以上１０％未満の設問を対照させながら、事前感謝に対する日本

語母語話者の容認度について考察する。 

「③ありがとう類」を「自然」と回答した日本語母語話者の割合が１０％以上の

設問のうち設問１と７は、友人間の発話場面に当たる。設問１と７では「③ありが

とう類」を「自然」と回答した人の割合は、いずれも約１６％であり、それ以外の

発話場面よりも多かった。 

残る設問２と５で取り上げた発話場面は、いずれも「業務員と顧客の関係」の発

話場面に当たる。この設問２と５では「③ありがとう類」を「自然」と回答した人

の割合は、いずれも約１１％であった。他の「業務員と顧客の関係」の発話場面を

取り上げた設問は、設問３と設問４である。このうち設問３では「③ありがとう類」

を「自然」と回答した人の割合は約９％で、１０％に近い数値になっている。しか

し、設問４では、「③ありがとう類」を「自然」と回答した人の割合は５％であっ

た。設問４の場面は[タクシーの運転手に右に曲がってもらうよう頼むとき]である。

なぜこの場面では、他の「業務員と顧客の関係」場面よりも事前感謝に対する容認

度が低いのかについては現時点では不明である。 
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以上のことから、日本人の事前感謝に対する容認度に影響する要因として二つの

要因が示唆される。一つは親疎関係である。親しい友人関係では、それ以外の場合

よりも事前感謝に対する容認度が高い可能性がある。もう一つは、「業務員と顧客

の関係」である。サービス従業員に対する事前感謝については、その他の人間関係

（ただ友人関係は除く）よりも容認度が高いことが確認できた。この点については、

李は中国語母語話者が事前感謝を用いる時の相手として「事前感謝の相手は、一般

的に目下の人やサービス業の従業員であること」をあげていた（本稿 p.７）点とも

少なからず関わりが認められる。 

とはいえ、「業務員と顧客の関係」の発話場面を扱った４つの設問のうち３にお

いては「③ありがとう類」を「自然」と回答した人の割合が１０％前後であった。

理由については今後さらなる検討が必要である。 

次に、シミュレーション調査からは、日本語母語話者は「上下関係」において、

上から下に依頼する際に、事前感謝を使うと強制的な指示に聞こえること、恐怖や

威圧感を与えることもあることが明らかとなった。 

 

５．２ 中国語母語話者の回答結果 

第１章では、「中国式の事前感謝について日本に滞在する中国語母語話者はどの

ように考えているのだろうか」という問題提起を行った。ここでは第４章に示した

調査結果に基づいて、この問題について考察を行う。 

アンケートの調査結果では、事前感謝に対す容認度は設問１～設問１０のいずれ

においても中国語母語話者の方が日本語母語話者より高かった。日本語母語話者と

比べて、中国語母語話者は「指示」、「依頼に近い指示」、「依頼」の３種類の設問

のいずれに関しても、「不自然」と回答した人の割合は少なかった。特に設問の１、

３、４、７の「③ありがとう類」を「不自然」と回答した人の割合が低い。 

場面によって多くの中国語母語話者も「不自然」と感じていたが、総じて日本語

での事前感謝に対する中国語母語話者の容認度は日本語母語話者より高い結果を示

した。人間関係については、中国語母語話者も日本語母語話者と同様、目上の人に

対して「事前感謝」を使用するのは「不自然」と感じている。一方「友人関係」に

おいては、「③ありがとう類」を「自然」と回答した人は約半数を占めている。こ

れは「友人関係」の場合、信頼関係に基づいて、相手の同意を予測しやすいことに

よると考えられる。文末に「③ありがとう類」をつけても「自然」と思われる傾向

性がある。「業務員と顧客」の関係の中でも似たような傾向がある。これには「中

国の語用規範」の影響もあると推測される。なぜならフォローアップインタビュー

で「……（前略）中国語では、頼む前も、頼む時も、頼んだ後も、全部ありがとう

使います。」（Ｃ２）のようなコメントも存在したからである。中国語母語話者が

店で何かを注文する場面で「谢谢」という感謝表現を使う時は「お願いします」の

ような意味を含んでいると推測できる。 
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「業務員と顧客の関係」の関係については、日本語母語話者より中国語母語話者

のほうが事前感謝に対する寛容性があることがわかった。顧客はお金を払うかわり

にサービスを受けることを当然のことと認識し、平等な価値交換関係の立場を取っ

ているため、従業員がサービス範囲内の依頼を拒否する可能性は低い。 

そのため、客から従業員に対する事前感謝が容認されるものと考えられる。 

 また、日本語での事前感謝に対して不自然と回答した中国語母語話者に対して行

ったフォローアップインタビューの結果より、被調査者が日本語でのコミュニケー

ションにおける事前感謝に対して以下のような認識を抱いていることが明らかとな

った。 

 

1. 上位の人に対して、使いづらい 

2. 職場や普段の生活の中で聞かない 

3. 相手が返答する前に感謝表現を口にするのは礼儀正しくない 

 

さらに、中国語による事前感謝については、日本語と比べると自然と思う人が多

い一方、中には不自然と感じる人もいた。 

 

５．３ 日本語母語話者と中国語母語話者の相違 

５．３．１ 発話内行為の影響 

「③ありがとう類」を「不自然」と回答した人の割合について、日本語母語話者

と中国語母語話者の間に有意差が認められるかどうかχ二乗検定を行ったところ、

まず、「指示」の設問のうち、設問１、３、４、６において有意差が認められた。

しかし、設問２には有意差が認められなかった。全体的な検定結果から見ると中国

語母語話者は日本語母語話者より「③ありがとう類」を自然と認識する傾向がある。 

次に、「依頼に近い指示」の設問のうち、設問５と設問１０の「③ありがとう類」

については「自然」と回答した中国語母語話者の割合が日本語母語話者より高かっ

たので、χ二乗検定を行ったところ、いずれも有意差が認められなかった。したが

って、必ずしも中国語母語話者が日本語母語話者より「③ありがとう類」を自然と

認識しているとは言えない。 

最後に、「依頼」の設問については、日本語母語話者で最も多かったのは「①０

（何も接続しない）」であった。中国語母語話者では「①０（何も接続しない）」

と「②お願い類」が多かった。「③ありがとう類」の割合についてχ二乗検定を行

ったところ、設問７、８は日本語母語話者と中国語母語話者とで有意差（有意水準

５％未満）が認められたが、設問９は有意差が認められなかった。 
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５．３．２ 人間関係の影響 

アンケートで取り上げた各場面において、中国語母語話者の回答は日本語母語話

者の回答とかなり違っていた。以下、まず「友人関係」の影響について見ていく。

友人関係の依頼場面は、設問１と７である。日本語母語話者はいずれにおいても「①

０（何も接続しない）」と「②お願い類」を「自然」と回答した人が多かったもの

の、「③ありがとう類」をつけると「自然」と認識する人がそれ以外の場面よりやや

高かった。中国語母語話者は設問７について「②お願い類」を「自然」と回答した

人が一番多かった。中国語母語話者は日本語で友人に頼む際に「②お願い類」を用

いるほうが丁寧であると認識する傾向が見られる。 

 

５．３．３ 事前感謝の役割 

まず、日本語母語話者を対象としたシミュレーション調査の回答からは、日本語

母語話者は事前感謝より事前謝罪のほうをよく使用していることがわかった。これ

は、Brown&levinson の言うところの相手のネガティブ・フェイス（他者に踏み込ま

れたくない、煩わされたくないという欲求）に対する配慮ととれる。それに対して、

中国語母語話者は事前感謝を使っているが、これは相手のポジティブフェイス（他

者に好かれたい、認められたいというような、他者に近づきたい欲求）に対する配

慮ととれる。また、中国語母語話者を対象としたフォローアップインタビューでは

「谢谢」を言ったら、もう友だちではないと感じる。」（Ｃ１２）というようなコメ

ントもあった。このことから「谢谢」は人間関係のバランスの維持において日本語

の「ありがとう」と多少違うところもあると考えられる。つまり中国語母語話者は

業務員と顧客といった特定の人間関係において事前感謝として「谢谢」を使うこと

で、人間関係の調整を目指している。 

最後に、フォローアップインタビューの結果により、中国語母語話者が感じる、

日本語コミュニケーションにおける事前感謝の自然さには、「中国の語用規範」以

外に「日本社会の経験値」も影響していると推測される。「職場で日本人の同僚と会

話する時にそんな会話はあまり聞いたことがない。」「最初の時使ったことがあり

ます。（私は）中国人だから。多分、（同僚たちの）顔色がちょっと変わった。日

本人の同僚聞いた後、多分変と思われます。ちょっと強引な言い方かもしれません。」

（Ｃ６）といったコメントから社会実践活動に参加した体験がある中国語母語話者

は、事前感謝を慎重に使わないことがわかる。 

以上、本章では、第 1 章で提起した問題に対して調査結果に基づく考察を行った。

次章では、本研究を振り返るとともに、今後の課題を提示する。 
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第６章 おわりに 

 

 本研究では、第１章で提起した「日本人同士でコミュニケーションをする時に、中

国式の事前感謝表現を用いることは一切ないのだろうか」「場面によって日本語母

語話者が感じる事前感謝に対する不自然さの程度に違いはないのだろうか」「中国

式の事前感謝について日本に滞在する中国語母語話者はどのように考えているのだ

ろうか」の３つの問題点に関して独自の調査に基づく考察を行った。 

 第２章では、考察に先立ち「詫び表現を感謝表現として用いる理由」、「心情別に

見た感謝表現の形式」、「日本語学習者の感謝行動」、「再感謝に関する研究」、「事前

感謝に関する研究」に焦点を置き、先行研究を概観した。しかし、本研究と関わる

先行研究には、第 1 章で提起した問題点について考察したものは存在しなかった。 

 次に、第３章では、本研究の方法について述べた。本研究では第１章で提起した

問題点を解明するために、3 種類の調査を行った。まずは、日本語母語話者と中国

語母語話者を対象に、依頼場面における「事前感謝」の自然さに関するアンケート

調査を行った。次にアンケート調査で日本語による「事前感謝」に関して不自然と

回答した中国語母語話者に対してその理由を尋ねるフォローアップインタビューを

行った。最後に日本語母語話者を対象に事前感謝が用いられる場面を疑似体験して

もらい、その後感想を述べてもらうというシミュレーション調査を行った。 

 続く第 4 章では、これらの調査結果をまとめ、第５章では、第 1 章で提起した三

つの問題点について調査結果に基づき考察を行った。 

その結果、まず「日本人同士でコミュニケーションをする時に、中国式の事前感

謝表現を用いることは一切ないのだろうか」に関しては、日本語母語話者が日本語

での事前感謝を「自然」と認識するケースは極めて少ないが、絶対にないとは言え

ないことが明らかとなった。 

次に、「場面によって日本語母語話者が感じる事前感謝に対する不自然さの程度

に違いはないのだろうか」に関しては、日本語母語話者の事前感謝に対する容認度

には人間関係が影響していることが明らかになった。 

最後に、「中国式の事前感謝について日本に滞在する中国語母語話者はどのよう

に考えているのだろうか」に関しては、アンケートの結果では中国語母語話者は日

本語による「事前感謝」に対する容認度が総じて日本語母語話者より高かった。特

に「友人関係」と「業務員と顧客の関係」において容認度が高かった。また、日本

語での事前感謝に対して不自然と回答した中国語母語話者に行ったフォローアップ

インタビューの結果より、被調査者が日本語でのコミュニケーションにおける事前

感謝に対して以下のような認識を抱いていることが明らかとなった。 

 

1. 上位の人に対して、使いづらい 
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2. 職場や普段の生活の中で聞かない 

3. 相手が返答する前に感謝表現を口にするのは礼儀正しくない 

 

さらに、中国語による事前感謝については、日本語と比べると自然と思う人が多

い一方、中には不自然と感じる人もいた。 

本研究では、以上のことが明らかとなったが、中国に滞在する日本語母語話者が

中国式の事前感謝についてどう感じているかは、まだ明らかになっていない。 

この点については、今後の研究課題にする。                            
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付録 

 

表１ 日本語母語話者の設問１～２に対する回答 

（自然：○ やや不自然：△ かなり不自然：×） 

回答者 ID

番号 

設問１ 

① 

設問１ 

② 

設問１ 

③ 

設問２ 

① 

設問２ 

② 

設問２ 

③ 

J１ ○ ○ ○ △ ○ ○ 

２ ○ ○ × ○  ○ × 

３ ○ △ × ○  ○ △ 

４ ○ ○ × △ ○ × 

５ ○ △ × △ ○ × 

６ ○ △ × △ ○ △ 

７ ○ △ × ○  ○ △ 

８ ○ ○ × △ ○ × 

９ ○ △ × △ ○ × 

１０ ○ ○ × ○  ○ × 

１１ ○ △ ○ ○  ○ △ 

１２ ○ ○ × △ ○ × 

１３ ○ △ ○ ○  ○ △ 

１４ ○ ○ × △ ○ × 

１５ ○ ○ △ ○  ○ △ 

１６ ○ ○ × △ ○ × 

１７ ○ △ × △ ○ × 

１８ ○ △ △ △ ○ △ 

１９ ○ △ × ○  ○ × 

２０ ○ ○ △ ○  ○ × 

２１ ○ ○ × ○  ○ × 

２２ ○ ○ △ ○  ○ △ 

２３ ○ △ × △ ○ × 

２４ ○ ○ △ △ ○ ○ 

２５ △ ○ △ △ ○ △ 

２６ ○ ○ × △ ○ × 

２７ ○ ○ △ ○  ○ △ 

２８ △ △ ○ △ ○ ○ 
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２９ ○ △ ○ × ○ △ 

３０ ○ △ × △ ○ × 

３１ ○ △ × △ ○ × 

３２ ○ △ × △ ○ × 

３３ ○ ○ × ○  ○ × 

３４ ○ △ × △ ○ × 

３５ ○ △ × △ ○ × 

３６ ○ △ × ○  △ × 

３７ △ △ ○ △ ○ ○ 

３８ ○ △ × △ ○ × 

３９ ○ △ × △ ○ × 

４０ ○ △ ○ △ ○ ○ 

４１ ○ △ × ○ ○ × 

４２ ○ ○ × △ ○ × 

４３ ○ △ × ○ ○ × 

４４ ○ ○ △ △ ○ × 
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表２ 日本語母語話者の設問３～４に対する回答 

（自然：○ やや不自然：△ かなり不自然：×） 

回答者 ID

番号 

設問３ 

① 

設問３ 

② 

設問３ 

③ 

設問４ 

① 

設問４ 

② 

設問４ 

③ 

１ △ ○ △ ○ △ ○ 

２ ○ ○ × ○ △ × 

３ × ○ △ ○ △ △ 

４ △ ○ × ○ △ × 

５ △ ○ △ ○ ○ × 

６ ○ ○ × ○ ○ × 

７ ○ ○ △ △ ○ △ 

８ △ ○ × ○ ○ × 

９ ○ ○ × ○ △ × 

１０ ○ ○ △ ○ △ × 

１１ ○ ○ △ ○ ○ ○ 

１２ △ ○ × ○ ○ × 

１３ ○ 〇 × ○ △ × 

１４ ○ ○ × ○ △ × 

１５ △ ○ × ○ △ × 

１６ ○ ○ × ○ ○ × 

１７ ○ ○ × × △ × 

１８ △ ○ △ ○ △ × 

１９ ○ ○ × ○ ○ × 

２０ ○ 〇 △ ○ △ × 

２１ △ ○ × ○ △ × 

２２ ○ ○ △ ○ ○ △ 

２３ ○ ○ × ○ △ × 

２４ ○ ○ △ ○ ○ △ 

２５ △ ○ △ ○ △ △ 

２６ ○ ○ × ○ ○ × 

２７ ○ ○ ○ ○ ○ △ 

２８ △ ○ △ ○ △ × 

２９ △ ○ ○ ○ △ △ 

３０ △ ○ × ○ △ × 

３１ × ○ × ○ × × 

３２ ○ ○ × ○ × × 
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３３ △ ○ × ○ ○ × 

３４ △ ○ × ○ ○ × 

３５ ○ ○ × ○ △ × 

３６ ○ △ × ○ △ × 

３７ 無回答 △ ○ × △ 無回答 

３８ ○ ○ × ○ △ × 

３９ △ ○ × ○ △ × 

４０ △ ○ ○ ○ △ △ 

４１ ○ ○ × ○ △ × 

４２ ○ ○ × ○ ○ × 

４３ ○ ○ × ○ △ × 

４４ ○ ○ × ○ △ × 
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表３ 日本語母語話者の設問５～６に対する回答 

（自然：○ やや不自然：△ かなり不自然：×） 

回答者 ID

番号 

設問５ 

① 

設問５ 

② 

設問５ 

③ 

設問６ 

① 

設問６ 

② 

設問６ 

③ 

１ ○ ○ △ ○ ○ × 

２ ○ ○ × ○ ○ × 

３ △ ○ △ × ○ △ 

４ ○ ○ × ○ ○ × 

５ ○ △ △ ○ ○ △ 

６ ○ ○ × △ ○ × 

７ ○ ○ △ ○ △ △ 

８ ○ ○ × ○ ○ × 

９ ○ △ × ○ ○ × 

１０ ○ 無回答 × 無回答 ○ △ 

１１ ○ ○ △ △ ○ ○ 

１２ ○ ○ × ○ ○ × 

１３ ○ ○ × ○ ○ × 

１４ ○ ○ × ○ ○ × 

１５ ○ ○ △ ○ ○ × 

１６ ○ ○ × ○ ○ × 

１７ ○ × × ○ ○ × 

１８ ○ ○ × ○ ○ × 

１９ ○ ○ × ○ ○ × 

２０ ○ ○ × ○ ○ × 

２１ ○ ○ × ○ ○ × 

２２ ○ ○ △ ○ ○ △ 

２３ ○ △ × ○ ○ × 

２４ △ ○ ○ ○ ○ △ 

２５ △ ○ △ ○ △ △ 

２６ ○ △ × ○ ○ × 

２７ ○ ○ △ ○ ○ △ 

２８ ○ △ ○ ○ ○ △ 

２９ ○ ○ ○ ○ ○ × 

３０ ○ △ × ○ ○ × 

３１ ○ × × △ ○ × 

３２ ○ △ × ○ ○ × 
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３３ ○ △ × ○ ○ × 

３４ ○ ○ × ○ ○ × 

３５ ○ ○ × ○ ○ × 

３６ ○ △ × ○ △ × 

３７ × ○ ○ × ○ △ 

３８ ○ △ × ○ ○ × 

３９ △ ○ × ○ △ × 

４０ △ ○ ○ △ ○ ○ 

４１ ○ ○ △ ○ ○ △ 

４２ ○ ○ × ○ ○ × 

４３ ○ ○ × ○ ○ × 

４４ ○ ○ × ○ ○ × 
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表４ 日本語母語話者の設問７～８に対する回答 

（自然：○ やや不自然：△ かなり不自然：×） 

回答者 ID

番号 

設問７ 

① 

設問７ 

② 

設問７ 

③ 

設問８ 

① 

設問８ 

② 

設問８ 

③ 

１ ○ △ × ○ ○ △ 

２ ○ △ × ○ ○ × 

３ △ ○ ○ ○ △ △ 

４ ○ ○ × ○ ○ × 

５ ○ ○ △ ○ ○ △ 

６ △ ○ × ○ ○ × 

７ ○ ○ △ ○ ○ × 

８ ○ ○ × ○ ○ × 

９ ○ ○ × ○ ○ × 

１０ ○ ○ × ○ △ × 

１１ ○ ○ ○ ○ ○ △ 

１２ ○ ○ × ○ ○ × 

１３ ○ △ × ○ ○ × 

１４ △ ○ × ○ ○ × 

１５ ○ ○ × ○ ○ × 

１６ ○ ○ × ○ ○ × 

１７ ○ ○ × ○ ○ × 

１８ ○ △ × ○ ○ △ 

１９ ○ △ × ○ ○ × 

２０ ○ ○ × ○ ○ × 

２１ ○ △ × ○ △ × 

２２ ○ ○ △ ○ ○ △ 

２３ ○ ○ × ○ ○ × 

２４ ○ △ ○ △ ○ △ 

２５ △ △ ○ ○ ○ △ 

２６ ○ △ × ○ ○ × 

２７ ○ ○ △ ○ ○ △ 

２８ ○ △ ○ ○ ○ △ 

２９ ○ ○ △ △ ○ × 

３０ ○ ○ × ○ △ × 

３１ ○ ○ △ ○ ○ × 

３２ ○ △ × ○ ○ × 
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３３ ○ ○ △ ○ ○ × 

３４ ○ ○ × ○ ○ × 

３５ ○ ○ × ○ ○ × 

３６ △ ○ × ○ ○ × 

３７ △ △ △ ○ ○ × 

３８ ○ △ × ○ ○ × 

３９ △ ○ × △ × × 

４０ ○ △ ○ ○ ○ ○ 

４１ ○ ○ × ○ ○ × 

４２ ○ ○ × ○ ○ × 

４３ ○ ○ △ ○ ○ × 

４４ ○ ○ × ○ ○ × 
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表５ 日本語母語話者の設問９～１０に対する回答 

（自然：○ やや不自然：△ かなり不自然：×） 

回答者 ID

番号 

設問９ 

① 

設問９ 

② 

設問９ 

③ 

設問 10 

① 

設 問 １ ０

② 

設 問 １ ０

③ 

１ ○ △ × ○ △ △ 

２ ○ ○ × ○ △ × 

３ ○ ○ △ ○ ○ △ 

４ △ △ × ○ △ × 

５ ○ △ × ○ △ × 

６ ○ △ × △ ○ × 

７ ○ ○ × ○ ○ △ 

８ ○ ○ × ○ ○ × 

９ ○ ○ × ○ ○ × 

１０ ○ × × ○ △ × 

１１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

１２ △ △ × ○ ○ × 

１３ ○ ○ × ○ ○ × 

１４ ○ ○ × ○ ○ × 

１５ ○ ○ × ○ ○ × 

１６ ○ ○ × ○ ○ × 

１７ ○ ○ × ○ △ × 

１８ ○ ○ △ ○ △ × 

１９ ○ ○ × ○ ○ × 

２０ ○ ○ × ○ ○ × 

２１ ○ △ × ○ × × 

２２ ○ ○ △ ○ ○ △ 

２３ ○ ○ × ○ ○ × 

２４ △ ○ ○ ○ △ △ 

２５ ○ ○ × ○ △ × 

２６ ○ △ × ○ ○ × 

２７ ○ ○ △ ○ ○ △ 

２８ ○ △ △ ○ ○ ○ 

２９ ○ ○ × ○ ○ × 

３０ ○ ○ × ○ ○ × 

３１ ○ ○ × ○ △ × 

３２ ○ ○ × ○ ○ × 
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３３ ○ ○ × ○ ○ × 

３４ ○ ○ × ○ ○ × 

３５ △ ○ × ○ △ × 

３６ ○ ○ × ○ ○ × 

３７ ○ ○ × ○ ○ × 

３８ ○ ○ × ○ ○ × 

３９ △ ○ × △ ○ × 

４０ ○ ○ △ ○ ○ ○ 

４１ ○ ○ × ○ ○ × 

４２ ○ ○ × ○ ○ × 

４３ ○ ○ × ○ ○ × 

４４ ○ ○ × ○ △ × 
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表６ 中国語母語話者の設問１～２に対する回答 

（自然：○ やや不自然：△ かなり不自然：×） 

回答者 ID

番号 

設問１ 

① 

設問１ 

② 

設問１ 

③ 

設問２ 

① 

設問２ 

② 

設問２ 

③ 

１ × △ ○ ○ × △ 

２ ○ ○ × ○ ○ × 

３ △ ○ ○ △ ○ △ 

４ ○ ○ ○ △ ○ △ 

５ ○ ○ ○ ○ ○ △ 

６ △ ○ × △ ○ △ 

７ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

８ ○ △ ○ ○ ○ △ 

９ ○ △ × △ ○ × 

１０ △ ○ × △ ○ × 

１１ ○ ○ ○ ○ △ × 

１２ ○ ○ △ ○ ○ △ 

１３ ○ △ ○ △ ○ △ 

１４ × ○ ○ ○ △ × 

１５ △ △ ○ △ ○ ○ 

１６ △ ○ ○ △ ○ ○ 

１７ △ ○ × △ ○ × 

１８ ○ △ △ ○ ○ ○ 

１９ △ ○ ○ ○ ○ ○ 

２０ △ ○ ○ × △ ○ 

２１ ○ △ × △ ○ × 

２２ ○ △ × ○ △ × 

２３ ○ △ △ ○ ○ △ 

２４ × ○ △ △ ○ × 

２５ ○ △ × ○ △ × 

２６ △ ○ ○ ○ △ ○ 

２７ × ○ ○ △ ○ △ 

２８ △ × ○ × ○ △ 

２９ △ ○ △ ○ ○ △ 

３０ ○ △ △ ○ ○ △ 

３１ △ ○ × △ ○ ○ 

３２ △ △ △ △ ○ ○ 
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３３ ○ × × ○ △ × 

３４ ○ ○ × △ ○ × 

３５ △ △ △ △ △ △ 

３６ ○ △ × × ○ △ 
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表７ 中国語母語話者の設問３～４に対する回答 

（自然：○ やや不自然：△ かなり不自然：×） 

回答者 ID

番号 

設問３ 

① 

設問３ 

② 

設問３ 

③ 

設問４ 

① 

設問４ 

② 

設問４ 

③ 

１ △ ○ × △ ○ × 

２ △ ○ × ○ ○ × 

３ × ○ ○ ○ ○ △ 

４ △ ○ ○ ○ △ × 

５ △ ○ ○ ○ △ × 

６ △ ○ △ △ ○ ○ 

７ × ○ ○ ○ △ × 

８ ○ ○ ○ △ ○ △ 

９ △ ○ × ○ △ × 

１０ △ ○ × ○ △ × 

１１ ○ ○ × ○ △ × 

１２ △ ○ ○ ○ ○ ○ 

１３ × ○ ○ × △ ○ 

１４ ○ ○ × × △ × 

１５ △ △ ○ △ ○ ○ 

１６ × △ ○ △ ○ ○ 

１７ △ ○ × △ ○ × 

１８ ○ ○ ○ △ ○ ○ 

１９ ○ △ ○ ○ △ ○ 

２０ × △ ○ × △ ○ 

２１ △ ○ × ○ △ × 

２２ ○ △ × △ ○ × 

２３ ○ ○ ○ ○ △ △ 

２４ △ ○ △ ○ △ △ 

２５ ○ ○ × ○ △ × 

２６ ○ △ ○ ○ △ ○ 

２７ △ ○ △ ○ ○ △ 

２８ × ○ △ ○ △ ○ 

２９ ○ ○ △ ○ ○ △ 

３０ ○ ○ × ○ ○ × 

３１ △ ○ ○ △ ○ ○ 

３２ △ ○ △ ○ ○ △ 



56 

 

３３ △ ○ ○ ○ △ × 

３４ △ ○ × ○ △ × 

３５ △ △ △ △ △ △ 

３６ × ○ △ ○ △ △ 
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表８ 中国語母語話者の設問５～６に対する回答 

（自然：○ やや不自然：△ かなり不自然：×） 

回答者 ID

番号 

設問５ 

① 

設問５ 

② 

設問５ 

③ 

設問６① 設問６ 

② 

設問６ 

③ 

１ ○ △ × △ ○ × 

２ ○ ○ × ○ ○ △ 

３ ○ △ △ × ○ ○ 

４ ○ △ △ ○ ○ △ 

５ ○ × × ○ ○ △ 

６ ○ ○ △ △ ○ △ 

７ △ ○ ○ ○ ○ △ 

８ ○ ○ △ ○ ○ △ 

９ ○ △ × △ ○ × 

１０ ○ △ × △ ○ × 

１１ ○ ○ △ ○ ○ △ 

１２ ○ ○ △ ○ ○ △ 

１３ ○ ○ ○ ○ △ ○ 

１４ △ △ × △ ○ △ 

１５ × × ○ △ ○ ○ 

１６ △ ○ ○ △ ○ ○ 

１７ △ ○ × △ ○ × 

１８ ○ △ △ ○ ○ ○ 

１９ ○ △ ○ ○ ○ △ 

２０ × △ ○ × △ ○ 

２１ △ ○ × △ ○ × 

２２ × △ ○ ○ △ ○ 

２３ ○ △ △ ○ ○ △ 

２４ △ ○ × △ ○ × 

２５ ○ △ × △ ○ △ 

２６ △ ○ ○ ○ △ △ 

２７ ○ × × ○ × 無回答 

２８ △ ○ × △ ○ × 

２９ ○ △ △ ○ ○ △ 

３０ ○ ○ × ○ ○ × 

３１ △ ○ ○ △ ○ ○ 

３２ ○ △ △ △ ○ △ 
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３３ ○ △ × ○ △ × 

３４ ○ × × ○ △ × 

３５ △ △ △ △ △ △ 

３６ ○ ○ × × ○ △ 
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表９ 中国語母語話者の設問７～８に対する回答 

（自然：○ やや不自然：△ かなり不自然：×） 

回答者 ID

番号 

設問７ 

① 

設問７ 

② 

設問７ 

③ 

設問８ 

① 

設問８ 

② 

設問８ 

③ 

１ ○ △ × △ ○ × 

２ △ ○ △ ○ ○ △ 

３ ○ △ × ○ ○ ○ 

４ ○ △ ○ ○ △ × 

５ ○ ○ ○ ○ × × 

６ △ ○ △ ○ ○ △ 

７ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

８ ○ △ ○ ○ ○ × 

９ ○ △ × ○ △ × 

１０ ○ △ × ○ △ × 

１１ ○ ○ △ ○ ○ × 

１２ ○ △ ○ ○ ○ ○ 

１３ △ ○ ○ ○ ○ ○ 

１４ ○ ○ ○ ○ ○ △ 

１５ ○ ○ ○ △ △ ○ 

１６ △ ○ ○ △ ○ ○ 

１７ △ ○ × △ ○ × 

１８ △ △ △ ○ ○ ○ 

１９ ○ ○ ○ ○ ○ △ 

２０ × △ ○ × △ ○ 

２１ △ ○ × ○ △ × 

２２ △ ○ ○ △ ○ ○ 

２３ ○ ○ △ ○ ○ △ 

２４ △ ○ △ ○ △ × 

２５ ○ △ × ○ △ × 

２６ △ ○ △ △ ○ △ 

２７ ○ ○ △ ○ △ × 

２８ ○ × △ ○ △ × 

２９ ○ ○ ○ ○ △ △ 

３０ ○ △ × ○ ○ △ 

３１ △ ○ × △ ○ × 

３２ ○ ○ △ ○ △ △ 
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３３ ○ △ × ○ △ × 

３４ ○ △ × △ ○ × 

３５ △ △ ○ △ △ △ 

３６ ○ △ × ○ △ × 
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表１０ 中国語母語話者の設問９～１０に対する回答 

（自然：○ やや不自然：△ かなり不自然：×） 

回答者 ID

番号 

設問９ 

① 

設問９ 

② 

設問９ 

③ 

設問 10 

① 

設 問 １ ０

② 

設 問 １ ０

③ 

１ ○ △ × △ ○ × 

２ ○ ○ × ○ ○ × 

３ △ ○ △ ○ ○ △ 

４ ○ △ × ○ △ × 

５ ○ △ × ○ △ × 

６ ○ △ △ ○ × △ 

７ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

８ ○ ○ × ○ ○ △ 

９ ○ △ × ○ △ × 

１０ ○ △ △ ○ ○ △ 

１１ ○ ○ × ○ ○ × 

１２ ○ ○ △ ○ △ ○ 

１３ ○ △ △ ○ ○ △ 

１４ ○ ○ △ ○ ○ × 

１５ × ○ △ ○ ○ ○ 

１６ △ ○ △ △ ○ △ 

１７ △ ○ × △ ○ × 

１８ △ △ △ △ △ △ 

１９ ○ ○ △ ○ △ △ 

２０ × △ ○ × △ ○ 

２１ ○ △ × ○ △ × 

２２ ○ ○ △ △ ○ ○ 

２３ ○ ○ △ ○ ○ △ 

２４ △ ○ × ○ △ × 

２５ △ ○ × ○ △ × 

２６ △ ○ △ △ ○ △ 

２７ ○ × × ○ △ × 

２８ ○ △ × ○ △ × 

２９ ○ △ △ ○ △ △ 

３０ ○ ○ △ ○ ○ △ 

３１ △ ○ × △ ○ × 

３２ ○ ○ △ ○ ○ △ 
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３３ ○ △ × ○ △ × 

３４ ○ ○ × × △ × 

３５ △ △ ○ △ ○ △ 

３６ ○ △ × ○ △ × 
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